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研究成果の概要（和文）：独自のLMS(学習管理システム)を用いて、英語教員が作成可能なe-learning プログラ
ムを作成しました。最新の Java Script に対応していないのですが、Vocabulary に関しては桐原書店の協力の
もと Database 3000 の一部を用いて音声・例文・日本語訳を伴う多岐選択と綴りを入力するコンテンツを作成
しました。Pattern Practice では記述式のコンテンツに音声のヒントをつけました。この3年間の研究期間で5
回の国際会議を含む15回の発表と10編の有審査論文、1冊の著書（国際文化表現学会賞受賞）という研究成果を
上げることができました。

研究成果の概要（英文）：I have developed e-learning programs which English teachers can make by 
means of LMS.I have made two contents: (1) vocabulary building with multiple and spelling filling 
drills and (2) text filling pattern practice drills. The former has been made possible with the help
 of Kirihara Shoten, whose CD recordings and Japanese translation were added to the contents along 
with example sentences. Pattern practice contents have also been provided with original recordings, 
which students can count on when they make errors or cannot think of correct answers. In these three
 years, I have read 15 paper presentations, including 5 International Conferences, written 10 
refereed papers and a book, which has been awarded by International Society for Cultural Expression 
in 2016.

研究分野：英語教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 採択者が本課題で挑戦的萌芽研究に臨んだ
時 期 は 、 Moodle な ど の LMS (Learning 
Management System) もあまり開発が進んで
いない段階でプログラミングに詳しくない
英語教員が学修コンテンツを作成できる手
段が普及していない中で英語教員が作成で
きるプログラミングの雛型になるものに対
する需要と高い社会的還元性を感じていた。 
２．研究の目的 
(1) 上記背景を改善するために HTML/XML
を作成し、LMS にのせ、実際に稼働し、学習
効果が上がるかを研究することを目的とし
た。 
(2) 学修コンテンツをより合理的なものにす
るために、規範英文法より発達した学習英文
法を史的に研究することとした。これにより、
現在非合理的な暗鬼に頼るしかない英文法
の組織と文法用語などの改善の基礎となり、
将来的に発展したコンテンツに還元させる
ことを目的とした。 
３．研究の方法 
(1) 研究は、日本大学工学部渡辺研究室が開
発した LMS（WebCAI）を用いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
2 種のコンテンツを作成し、これらを用いた
学修を運営した。 
(2)コンテンツは桐原書店の許可のもと
『Database 3000』の後半部をデジタル化し、
それらに例文と音声を加えた多岐選択問題
を約 1000 問作成した。平成 27 年度にはこれ
らのコンテンツに記述式の問題を加え、単調
な学習のみならず、自ら綴りを打ち込むこと
で能動的な学修ができるようにした。 
(3) 基本的な疑問文や否定文の転換を行う記
述式コンテンツも作成し、これらにより学習
者が文構造等がより詳しく理解できるよう
にした。 
４．研究成果 
(1) 平成26年よりコンテンツ化は順調に進ん
だ。 
この年には多岐選択の語彙問題を 1000 問作
成した。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
文転換のコンテンツは単純な疑問文・否定

文とWh-移動を伴う疑問文を学習するコンテ
ンツを合わせて 160 問作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2) 平成27年度は単調な出題形式であった多
岐選択の語彙問題のコンテンツに例文・音声
を加えた。 
 
 
 
 

 
 
さらには出題される単語の綴を記述させる
コンテンツを作成した。 
 
 
 
 
 
 

 
 
(3) 平成 28 年度は、これらの内容を用いて教
えたクラスと統制群の対照実験をデータ化
した。これらの研究成果は 5 つの国際会議を
含む 15 回の研究発表として提示された。こ
れをまとめた論文は、日本学術会議協力学術
団体である諸学会に採択された有審査論文
13 件（単著 10、共著 2 (第 1 著者)１、共著(第
1 著者以外)１）, 無審査論文１と著書１(平成
28 年度国際文化表現学会賞受賞)として発表
された。 
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